
一体化の8つの視点
何を一体化するのか？

1. どの部局が中心？：国保・健康推進・後期高齢・介護保険担当課など
2. どの財源で？：保険（国保・後期高齢・介護保険）・一般財源
3. 何を予防する目的で？：がん・メタボ、医療費、フレイル、介護予防
4. 誰を対象者に？：６５～７４歳、７５歳～
5. どの専門職が？：保健師・栄養士・歯科衛生士など
6. どこで？：医療機関、通いの場
7. どのアプローチで？：ハイリスク、ポピュレーション
8. どのデータをつないで？：ＫＤＢ，健診、後期高齢、介護

• プロセスや効果の「見える化」、根拠と納得が得られ
るインセンティブ制度の基盤となるデータが必要

1. どのような対象者に
2. どのような事業を
3. どのような内容と量で提供し
4. どのような効果が得られたのか のすべてが必要
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Non-communicable Disease：非感染性疾患

通いの場にはNCD抑制効果も？


